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自分の命は自分で守る ～避難訓練から～ 
 みなさんは、柳井市のハザードマップを見られたことがあ

りますか？ハザードマップとは、防災対策を目的に、被災想

定区域や避難場所などを表示した地図のことです。洪水、土

砂、津波がありますが、津波のハザードマップには、最大ク

ラスの津波が発生した場合に想定される浸水区域や水深が

表されています。小田小学校は海沿いに面していることもあ

り、浸水区域に入っています。 

そこで、今後 30 年の間に高い確率で起こると言われている南海トラフ地震と、その際に発生

するかもしれない津波を想定した避難訓練を１１月１７日（月）に実施しました。地域の方々に

見守られながら、「指定緊急避難場所」に指定されている柳井商工高校まで歩いて行きました。 

柳井商工へ避難後、スクールガードの岡原さんから、地震が起きたときにはまず玄関まで行く

こと、自分の命は自分で守ること（自助）や互いに助け合うこと（共助）を心がけてほしいとい

ったお話をいただきました。  

① 自助・・・自分の命は自分で守る。 

② 共助・・・地域の人たちと力を合わせて協力する。 

③ 公助・・・行政機関が救助や援助をする。 

 ご家庭でも、お子さまと一緒に、避難場所や避難所を今一度確認

されたり、防災について話題にされたりしてください。 

 

昨日までの自分を超えること・最後まで走り抜くこと ～持久走大会から～ 
 １１月１９日（水）に柳井南小学校と合同で持久走大会を実施しま

した。当日は、最後まで頑張って走り抜く子どもたちの姿に感動しま

した。多くの応援や見守りをいただき、ありがとうございました。 

 子どもたちにとっては、結果も大切だと思いますが、学校としては、

学ぶ過程も大切にしています。大会参加が叶わなかった子どももい

ましたが、全員、試走や中間休みの練習を重ねてきました。試走や練習に一生懸命取り組み、昨

日までの自分を超えようと頑張ってきたことに価値があります。来年度も期待しています！ 

 

「食」について考える ～給食試食会から～ 
 本校の子どもたちは、給食をよく食べます。昨年度から引き続き、ほぼ残食がありません。子

どもたちの様子を見ていても、年度当初から食べる量が増えている子どももいて、大変うれしく

思います。苦手な食べ物もできるだけ好き嫌いなく食べようとする子どもたちの姿に感心します。 

 「食は生活の土台をつくる」と子どもたちを見ていて強く感じます。朝から元気な挨拶ができ

ること、集中して学習に取り組むことができること、友だちと笑顔で仲よく過ごすことができる

ことなど、学習や生活を支えるのは「食」によるところが大きいと感じます。 

 １１月２７日（木）に開催した給食試食会では、保護者や地域の方々に多数ご参加いただきま

した。食事中の子どもたちの様子だけではなく、準備や後片付けの様

子をご覧になり、本校の給食・食育指導について感じられたことも多

かったことと思います。ぜひ、ご家庭におかれましても話題にしてい

ただき、「食」への向き合い方についてお子さまとお話しいただける

と幸いです。学校におきましても、いただいたご意見やご感想を今後

の食育指導に生かしてまいります。 
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       １２月の学校行事のご案内 

 

12/ 1日（月）全校朝礼 

   4日（木）短縮授業（全学年５校時まで） 

5日（金）短縮授業（全学年５校時まで） 

   9日（火）柳井商工バドミントン部との 

交流授業 

       柳井警察署見学（３年生） 

焼き物づくりに挑戦 

      

 

 

 

 

 

町探検（２年生） 

１学期に引き続き、２年生は２学期も
生活科の学習で町探検に出かけました。
給食センターでは、自分たちが毎日食べ
ている給食がどのような行程を経て作ら
れているのかを間近で知ることができま
した。 

また、三宅鮮魚店では、たくさんの種
類の魚や用途によって使い分ける包丁な
どについて教えていただきました。様々
な地域の方にも支えられ、子どもたちの
学びが深まっています。 

 

１１月の行事アラカルト 

17日（水）柳井商工交流授業（６年生） 

18日（木）門松づくり（５年生）  

２学期末懇談会１日目 

19日（金）２学期末懇談会２日目 

24日（水）終業式 給食終了 

25日（木）冬季休業開始 

27日（金）学校閉庁日 

素敵な時間でした 

１１月２５日（火）は劇団「たね蒔く人たち」による芸術
鑑賞会を南小学校の児童と合同で実施しました。 
本公演に先立ち行われたワークショップでは、劇団の方々

が即興で、同じ台詞を用いて「喜怒哀楽」を表現してくださ
いました。 
本公演は、お金持ちから大金を手にした靴屋さんの物語

「お金持ちと靴屋さん」でした。劇の半ばで教職員がサプラ
イズで演じる場面はひときわ盛り上がりましたが、何よりも
役者の皆様の表現が素晴らしく、自然と作品世界に引き込ま
れていきました。 
お金は生きる上で欠かせないものですが、“幸せに生きる

ためにお金よりも大切なことって何だろう？”ふとそんなこ
とを考える時間にもなりました。 

 
 

 

       

 

 

 

 

 

 

１１月  １１月１１日（火）３・４年生は鬼面瓦（きめん
がわら）づくりをしました。鬼面瓦は鬼顔をかたど
った鬼瓦のことで、魔除け・厄除けの役割と、建物
を守る「守り神」としての意味合いをもつとのこ
と。みんなできるだけ恐ろしい形相になるように工
夫しながら、瓦づくりを楽しんでいました。 

また、  １１月１２日（水）５・６年生は星の見える丘工
房に赴き、柳井南小学校の６年生と一緒に陶芸づく
りに挑戦しました。焼き物用の粘土を使って、コッ
プ、皿、置物など、思い思いの作品をつくりまし
た。卒業までには作品が届くとのこと。どんな仕上
がりになるのか、今から楽しみにしています。  

 

 

 

 
 
 
 
学校だよりは、 

小田小学校ホーム
ページにも掲載さ
れています。 

 


